
令和 6年度 ３年美術 年間指導計画 
【キャリア形成能力】 ●人間関係形成・社会形成能力 ★自己理解・自己管理能力  ◆課題対応能力 ▼キャリアプランニング能力 

 

 

月 時

数 分

野 

ページ・題材名 

題材の目標 

 

主な学習内容 

題材の評価規準 

(おおむね満足できる状況 B) 

学習指導要領との

関連 
道徳 

との 

関連 

キ ャ リ

ア形成

能力 
A 

表

現 

B 

鑑

賞 

共通 

事項 

１ 4 1 オ 

リ 
下 p.2～5 

学びの探求と未来 

 

時代を超えて美を探

求し継承と創造につ

いて考える。 

○ユネスコの世界文化

遺産に登録されたスペ

イン・バルセロナ市の象

徴「サグラダ・ファミリア

を含めたガウディの作

品群」について知る。 

〇ガウディの思いを引き

継ぎながら素材である

石の特性や，自然から

受けたイメージから表

現について考え話し合

う。 

知教会という特性から時代を

超えて人々に引き継がれてき

た全体のイメージやその構造

を捉え，人間の持つ美意識を

感じ取り，時代背景などを理

解している。 

鑑ガウディの表現意図と創造

的な工夫，国籍や住む地域を

超えた美術文化の継承と創

造について考え，見方や感じ

方を深めている。 

 

⑴ 

イ

(ｱ) 

⑴ 

ア 

イ 

Ｄ

(20) 
● 

◆ 

２  5 

 

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
鑑
賞
） 

p.42-43 

つくって使って味わう

工芸 

 

題材の目標 

材料の特性や機能性

を生かしてつくること

に関心を持ち，材料の

よさや美しさ，使う場

面や機能などを基に

主題を生み出し，材料

や用具の特性を生か

し，見通しを持ってデ

ザインし表す。 

主な学習内容 

○身の回りにある手づ

くりによる製品を取り上

げ，材料の特性や質感

などについて鑑賞する。 

 

態表美術の創造活動の喜

びを味わい主体的に材料

の特性や機能性などを生か

してつくることを考えて構想

を練ったり，意図に応じて表

現方法を創意工夫し見通し

を持って創造的に表したり

する表現の学習活動に取り

組もうとしている。 

態鑑美術の創造活動の喜

びを味わい主体的に使う目

的や機能との調和のとれた

洗練された美しさなどを感

じ取り，表現の意図と創造

的な工夫などについて考え

るなどの見方や感じ方を深

める鑑賞の学習活動に取り

組もうとしている。 

知  材料の特性や質感，そ

れらが感情にもたらす効果

や，造形的な特徴や加工方

法を基に，材料の持ち味を

全体のイメージで捉えること

を理解している。 

⑴

イ

(ｳ) 

⑵

ア

(ｱ)

(ｲ) 

⑴

ア

(ｲ) 

⑴ ア

イ 

Ｃ

(17) 

 ◆ 

３ 5 

 

○材料の持ち味や，使

う場面などから主題を

生み出し，アイデアスケ

ッチをする。 

 

発 材料のよさや美しさを

基に，使う場面や機能など

から主題を生み出し，使い

やすさや機能と材料の特性

や効果などとの調和を総合

的に考え，表現する構想を

練っている。 

４  ○主題を基に，材料や

用具の特性を生かしな

がら制作する。 

 

技材料や用具などの特性

を生かし，意図に応じて表

現方法を創意工夫して，制

作の順序などを総合的に考

えながら，見通しを持って創

造的に表している。 
５  

6 6 

 

 ○互いの作品を鑑賞し

合い，よさや美しさ，表

現の工夫などについて

話し合う。 

鑑使う目的や機能との調和

のとれた洗練された美しさ

などを感じ取り，表現の意

図と創造的な工夫などにつ

いて考えるなどして，美意識

を高め，見方や感じ方を深

めている。 

     



7  10 

  

絵
・彫
（
表
現
・鑑
賞
） 

下 p.8～11 

今を生きる私へ 

  

自分の心の中を見つ

め，自分らしさや個性

から主題を生み出し，

構図や表情などの効

果を考え，絵の具や用

具などの特性を生か

し意図に応じて創意

工夫して絵や立体で

表現する。 

○自己と向き合い，自

分の生き方と照らし合

わせながら，自分の気

持ちや性格，思い出や

夢などについて考え，主

題を生み出す。 

 

知  構図や顔の角度，表情

やしぐさ，背景や色彩などが

感情にもたらす効果や，造

形的な特徴を基に，自分の

印象などを全体のイメージ

で捉えることを理解してい

る。 

⑴ 

ア

(ｱ) 

 

 

 ⑴ 

ア 

A(3) ◆ 

 

8  ○主題を基に構図や色

彩などを試行錯誤し，

創造的な構成を工夫し

て構想を練る。 

発自分の姿を深く見つめ感

じ取ったことや心の内面など

を基に主題を生み出し，構図

や表情などの効果を考え，創

造的な構成を工夫し，心豊か

に表現する構想を練ってい

る。 

鑑造形的なよさや美しさを感

じ取り，作者の心情や表現の

意図と創造的な工夫などに

ついて考えるなどして，美意

識を高め，見方や感じ方を深

めている。 

態表美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に自分の姿

から感じ取ったことや心の内

面などを基に構想を練った

り，構図や表情など意図に応

じて表現方法を創意工夫して

創造的に表したりする表現の

学習活動に取り組もうとして

いる。 

⑵ 

ア

(ｱ) 

 ⑴ 

イ 
 ◆ 

 

9 7 ○材料などの特性を生

かし，意図に応じて創意

工夫して表す。 

 

技材料の特性を生かし，意

図に応じて表現方法を創意

工夫して創造的に表してい

る。 
10  

11  

12 8 

13 9 

14  

15  

16  ○自分や友達の作品を

鑑賞し，その心情や表

現の意図と表現の工夫

などについて考え，発表

し合う。 

態鑑美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に造形的な

よさや美しさを感じ取り，作者

の心情や表情の意図と創造

的な工夫などについて考える

などの見方や感じ方を深める

鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 

⑴ 

ア

(ｱ) 

 ● 

◆ 

17 10 １ 

 

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
表
現
・鑑
賞
） 

下 p.48-49 

憩いを生み出す場所 

 

身近な環境を美しく豊

かにする美術の働きに

関心を持ち，形や色彩，

大きさや空間に着目し，

場のイメージや造形的

な美しさ，安らぎや自然

との共生などの視点か

ら作者の意図と創造的

な工夫について考える

などして，見方や感じ方

を深める。 

○作品を鑑賞し，気付

いたこと，感じたこと，考

えたことを話し合う。 

○身近な環境の中に見

られる造形的な美しさや

生活を豊かにする美術

の働きなどを見つけて，

発表し合う。 

○生活環境を豊かにす

る空間のデザインの効

果などについて考え，意

見交換する。 

知形や色彩，材料などが感

情にもたらす効果や，造形的

な特徴や大きさや空間などを

基に，場のイメージを全体で

捉えることを理解している。 

 

鑑身近な環境の中に見られ

る造形的な美しさなどを感じ

取り，作者の意図と創造的な

工夫や安らぎや自然との共

生などの視点から生活や社

会を美しく豊かにする美術の

働きについて考えるなどして，

美意識を高め，見方や感じ方

を深めている。 

 ⑴ 

イ

(ｱ) 

⑴ 

ア 

イ 

Ｄ

(20) 
● 

◆ 

 



 態鑑美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に身近な環

境の中に見られる造形的な

美しさなどを感じ取り，作者

の意図と創造的な工夫や安

らぎや自然との共生などの視

点から生活や社会を美しく豊

かにする美術の働きについて

考えるなどの見方や感じ方を

深める鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

18  ７ 
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.36-37 

私の色 みんなの色 

 

染色の技法を生かして

表現することに関心を

持ち，使う場面や飾る

場所などから主題を生

み出し，形や色彩，染色

の技法の効果を考え

て，材料や用具の特性

を生かし自分の表現方

法を追求してデザイン

する。 

 

○資下 P56 

  布を染める 

 

○使う場面や飾る場

所，イメージなどから主

題を生み出す。 

 

知形や色彩の構成，布の質

感などが感情にもたらす効

果や，造形的な特徴や染色

の技法などを基に，よさや美

しさなどを全体のイメージで

捉えることを理解している。 

 

⑴ 

イ

(ｱ

) 

 

 ⑴ 

ア 
 ◆ 

● 

19  ○機能と造形的な美し

さとの調和を総合的に

考えて構想を練る。 

 

発構成や装飾を基に，使う場

面や飾る場所，イメージなど

から主題を生み出し，形や色

彩，染色の技法の効果から美

的感覚を働かせて調和のと

れた洗練された美しさを総合

的に考え，表現する構想を練

っている。 

 

 

⑵ 

ア

( ｱ

) 

( ｲ

) 

 ⑴ 

イ 
◆ 

● 

20  

21 11  ○布の特性や感情にも

たらす効果，用具の機

能面としての特性を生

かしながら創造的に表

す。 

 

 

 

 

 

 

 

態鑑美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に身に着けた

り空間を飾ったりする物の調

和のとれた洗練された美しさ

などを感じ取り，作者の心情や

表現の意図と創造的な工夫な

どについて考えるなどの見方

や感じ方を深める鑑賞の学習

活動に取り組もうとしている。 

 

 

⑴ 

ア

(ｲ) 

● 

◆ 

 

22  技材料や用具の特性を生か

し，意図に応じて自分の表現

方法を追求して，制作の順序

などを総合的に考えながら，

見通しを持って創造的に表し

ている。 

 

 

  

23  

24  

25 12  ○自分や友達の作品を

鑑賞し，表現の意図や

工夫について考え，話し

合う。 

鑑身に着けたり空間を飾った

りする物の調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ取り，

作者の心情や表現の意図と

創造的な工夫などについて

考えるなどして，美意識を高

め，見方や感じ方を深めてい

る。 

 



26  ３ 絵
・
彫
（
表
現
・
鑑
賞
） 

 
 

上 p.18-19 

構図に思いをのせて 

 

写真表現の特性を生

かして表すことに関心

を持ち，被写体の印象

や瞬間の美しさなど

から主題を生み出し，

構図の効果を考えて

構想を練ったりカメラ

の特性を生かしたりし

て創造的に表す。 

○被写体の印象や瞬間

の美しさなどから、３年

間の思い出を１枚の写

真に表せるよう主題を

生み出す。 

○主題を基にカメラの

特性や効果を生かして

創造的な表現の構想を

練り，写真で表す。 

 

態表美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に写真表現

の特性などを生かして構想を

練ったり，意図に応じて自分

の表現方法を追求して創造

的に表したりする表現の学習

活動に取り組もうとしている。 

知写す角度や配置，拡大や

縮小，光や陰影，時間の静止

などが感情にもたらす効果

や，造形的な特徴などを基

に，印象などを全体のイメー

ジで捉えることを理解してい

る。 

⑴ 

ア

(ｱ) 

 

 

 ⑴ 

ア 

 

 ● 

◆ 

27  発被写体の印象や瞬間の美

しさなどを基に主題を生み出

し，構図やシャッター速度など

の効果を考え，創造的な構成

を工夫し，心豊かに表現する

構想を練っている。 

鑑  造形的なよさや美しさを

感じ取り，作者の心情や表現

の意図と創造的な工夫など

について考えるなどして，美

意識を高め，見方や感じ方を

深めている。 

技カメラの特性を生かし，意

図に応じて自分の表現方法

を追求して創造的に表して

いる。 

 

⑵ 

ア

(ｱ) 

⑴ 

ア

(ｱ) 

⑴ 

イ 
 ◆ 

● 

28  態表美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に視点の違

いによるイメージの変化など

を基に構想を練ったり，意図

に応じて表現方法を創意工

夫して創造的に表したりする

表現の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

⑴ 

ア

( ｱ

) 

 ⑴ 

ア(ｱ) 
 ◆ 

29 1 3 

 

 

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.12-13 

視点の冒険 

 

普段とは違った視点か

ら身近な風景を見つ

め，感じ取ったイメージ

などから主題を生み出

し，構図の工夫や効果

などを考え，材料や用

具の特性を生かして創

造的に絵や写真で表

す。 

 

 

○被写体の印象や瞬間

の美しさなどから主題

を生み出す。 

 

発視点の違いや構図の工夫

によるイメージの変化を基に

主題を生み出し，構図などの

効果を考え，創造的な構成を

工夫し，心豊かに表現する構

想を練っている。 

 ⑴ 

ア

(ｱ) 

 

  ● 

◆ 

30  ○見慣れた風景を視点

の位置を変えて見つめ，

感じ取った新鮮な感動

から主題を生み出し，単

純化や強調，創造的な

構成を工夫し，表現の構

想を練る。 

 

知形や色彩などが感情にも

たらす効果や，見上げる，見

下ろす，近づくなど視点の位

置による見え方の違いなどを

基に，そこから生じる印象の

変化を全体のイメージで捉え

ることを理解している。 

⑴ 

ア

(ｱ

) 

 

 ⑴ 

ア 

 

 

 ◆ 

 

31  ○互いの作品を鑑賞し

合い，表現の意図や工

夫などについて話し合

う。 

 

態鑑美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に造形的な

よさや美しさを感じ取り，作者

の心情や表現の意図と創造

的な工夫などについて考える

などの見方や感じ方を深める

鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 

 

 ⑴ 
ア

(イ) 

 

  ● 

◆ 



32 2 3 

 

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.34-35 

自分へ贈る 

卒業記念品 

 

題材の目標 

使う場面や飾る場

所，思いなどから主

題を生み出し，形や

色彩，材料の効果を

考え，意図に応じて

自分の表現方法を

追求して見通しを持

ってデザインする。 

○これまでの美術の授

業で身に付けたことを

生かして，使う場面や飾

る場所を考えて主題を

生み出す。 

○造形的な美しさなど

を考えて構想を練る。 

 

態表 美術の創造活動の喜

びを味わい主体的に調和

のとれた装飾を考え構想を

練ったり，意図に応じて自分

の表現方法を追求して見通

しを持って創造的に表した

りする表現の学習活動に取

り組もうとしている。 

 

態鑑 美術の創造活動の喜

びを味わい主体的に使う場

面や飾る場所，思いなどと

の調和のとれた洗練された

美しさなどを感じ取り，表現

の意図と創造的な工夫など

について考えるなどの見方

や感じ方を深める鑑賞の学

習活動に取り組もうとしてい

る。 

 

発構成や装飾の目的や条

件などを基に，使う場面や

飾る場所，思いなどから主

題を生み出し，美的感覚を

働かせて調和のとれた洗練

された美しさなどを総合的

に考え，表現する構想を練

っている。 

 

⑴

イ

(ｱ) 

⑵

ア

( ｱ )

(ｲ) 

⑴ ア

(

ｲ

) 

⑵  

アイ 

 ◆ 

★ 

33  ○材料や用具の特性を

生かしながら，見通しを

持って創造的に表す。 

 

知  形や色彩，材料の質感

などが感情にもたらす効果

や，造形的な特徴などを基

に，意図や効果など全体の

イメージで捉えることを理解

している。 

 

34  ○自分や友達の作品を

鑑賞し，表現の意図や

工夫について考え，話し

合う。 

技材料や用具の特性を生

かし，意図に応じて自分の

表現方法を追求して，制作

の順序などを総合的に考え

ながら，見通しを持って創造

的に表している。 

 

35 3 １ オ 

リ 

下 p.60-61 

オリエンテーション 

あなたへ 明日への巣

立ち 

義務教育を修了し，自

らが選ぶ進路におい

て，美術で身に付けた

力を使って活躍してほ

しいという思いを込め

て，写真を鑑賞し「あな

たへ  明日への巣立

ち」の言葉を贈る。 

○最後の授業に，生徒

一人一人と向き合いな

がら心を込めて内容を

読み，最後ではなく“未

来への言葉”として伝え

る。文中に句読点がな

いことから，生徒全員に

向けた美術に関わる全

ての人からの「祝いの

言葉」であることも感じ

とらせたい。 

 

態表これまでに身に付けてき

た美術における資質・能力が

卒業後も社会や生活を豊か

に，よりよいものにしてくれ，一

生大切であることを意識する

ことができる。 

 
(1) 

イ

(ァ) 

  ● 

★ 

▼ 

 

 


